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REGULATION（規定）	

HANA語学院は多くの学生が共に学び、共同生活を送る場所です。生活の中で多少不便を感じることがあっても、学院の規定をしっかりお守りくださいますようお願いいたします。また、学習環境の維持と円滑な学院生活のため、以下の内容をよくご理解のうえお守りください。

施設利用について

1. 学院が提供する食事は、韓国、日本、台湾、中国、ベトナム、フィリピンなど、各国の料理を組み合わせたインターナショナルな献立を基準としており、各国の学生数に応じて料理の割合が変わることがあります。
2. すべての語学研修生は、語学院の施設利用時間および利用方法を守らなければなりません。
自習室 08:00～23:00（平日・週末とも同じ）：机の上に現金や貴重品を置いたまま長時間席を離れて発生した紛失については、学生本人の責任となりますのでご注意ください。
プール（平日）13:00～21:00（週末）8:00～21:00：プールの利用時間を守ってください。夜遅い時間の騒音は他の方の睡眠の妨げになりますのでご注意ください。プール内での事故については学生本人の責任となりますので、十分ご注意ください。 
喫煙の際は、夜遅い時間の騒音にご注意ください。他の方の睡眠を妨げた場合は警告処分となります。（学院入口の喫煙スペースをご利用ください）
3. 修了証は、除籍処分を受けることなく出席率90％以上で研修課程を修了した学生にのみ交付します。
4. 印刷・コピー・スキャンプリンターやコピー機をご利用の際はマネージャーにお問い合わせください。印刷料金は1ページ5ペソです。 
無線インターネットの利用：寮および自習室では無線インターネットをご利用いただけます。フィリピン現地の事情により、インターネットが一時停止することがあります。多くの方が快適にご利用いただけるよう、大容量データのダウンロードは禁止です。 
郵便物受取先住所：LOT 3-2A FRIENDSHIP HIWAY CUTCUT ANGELES PAMPANGA 2009
寮の設備に問題がある場合は、マネージャーにメッセージを送るか、オフィスへ直接お越しいただければ対応いたします。（学院正門にいるフィリピン人スタッフのアルビンにお声がけいただいても構いません。）
寮の退室は、研修期間最終週の土曜日午後1時までです。（延長滞在の場合は費用が発生しますので、必ず事前にご相談ください）
各留学エージェントの登録時期や登録期間によってプロモーション内容が異なるため、学費に多少の差が生じる場合があります。留学エージェントから受けた特典の内容を他の学生に話したことで問題が生じた場合、その学生本人が責任を負い、受けた特典分を返還していただく場合がありますので、ご注意ください。 

2. 入国管理局関連
1. SSP（Special Study Permit）
ノービザまたは観光ビザで入国した後、フィリピンの語学院に登録して学ぶために取得しなければならない就学許可証です。
SSPはフィリピンに正式登録された語学院でのみ発給可能で、1回限り有効です。同じ地域内であっても語学院を変更・移籍する場合は、改めて発給を受ける必要があります。
SSPの発給を受けるためには、SSP E-CARDも同時に発給を受ける必要があります。
WHY NEED SSP
フィリピンの正規大学に入学する場合は最初から学生ビザを取得できますが、フィリピンの語学研修は正規大学への入学を目的とするものではないため、ノービザまたは観光ビザ所持者が一時的に学生としての身分を得るための特別臨時就学許可証であるSSPを取得する必要があります。
フィリピンの就労ビザ、永住ビザ、リタイアメントビザの所持者およびそのご家族は、SSPの発給は不要です。 

就学期間が59日以上（9週間以上）の場合は、必ずI-CARDの申請も併せて行う必要があります。8週間以下で来られた場合でも、期間を延長して59日を超えることになった場合は、新たにSSPとI-CARDの追加申請が必要です。（追加費用9,700ペソが発生します）



2. ビザ延長
- ビザの延長は学生本人が常に確認する必要があります。学院に代行を希望する場合は、ビザ満了日の1週間前の火曜日正午12時までに、オフィスへパスポートと費用をご提出ください。（学院がビザ延長を代行する場合、手数料が含まれています）
- ビザの延長期限を過ぎてから延長を申請した場合、入国管理局より罰金1,010ペソが課されますので、ビザ延長の日程を必ずご確認いただき、不利益が生じることのないようお願いいたします。
- ビザを延長せずに海外旅行や一時帰国をされる方のため、初日にお支払いいただく金額にはビザ費用は含まれておりません。

3. I-card
- I-cardは外国人のフィリピン滞在身分証明書であり、59日以上滞在する場合は必ず発給を受けなければなりません。
- フィリピン国内の観光や旅行の際にはパスポートの代わりとして使用できます（ただし！！フィリピン国内でのみご使用いただけます！）
- カードの有効期限は1年です。学生ご自身の計画によりI-cardを発給しなかった場合に生じるすべての問題については、学生本人の責任となります。




※本時間割は例示用です
- 講師との授業割り当てはHANAの固有の権限であり、学生は指定されたスケジュールに従っていただく必要があります。講師をご自身で指定することはできません。 
- 授業の出欠および授業時間（1コマの授業時間は45分、休み時間は5分です）
割り当てられた教材が合わないと感じられる場合、最初の1週間はきれいな状態でご使用いただいたうえで、返金や変更を申請することができます。（教材購入後5日を過ぎますと返金はできません。）ご自身で希望する学習方法がある場合は、講師と相談のうえ教材を使用しなくても構いません。 
講師の個人的な事情により遅刻・欠勤が発生した場合は、代理講師（Make up Teacher）が対応します
正当な理由なく、学生自身のミスや行動によって授業を欠席した場合は、学生本人の責任と認められ、 
その補講は行われません。
フィリピンの祝日およびフィリピン政府が公表する休日には授業は行われず、原則として 
その分の補講の義務はありません。
自然災害や感染症の流行による授業の中断については、原則として返金は行いません。
一度割り当てられた講師は、変更の申請がない限り、研修期間終了まで変更されません。
- スケジュール変更は毎週水曜日または木曜日に行われ、午後1時から3時の間に先着順で受け付けています 
- 木曜日以降は追加の変更申請を一切受け付けません。この点に必ずご留意のうえ、講師変更のお申し込みをお願いいたします。
- ネイティブ講師からフィリピン人講師へ変更する場合、差額の返金は行われません 
- 授業時間以外に、学院の許可なく講師と学外で会うことは禁止されています。発覚した場合は退校の対象となります。
- 講師と学生は、互いの文化の違いを理解し尊重し合う必要があります。いかなる場合であっても、講師を侮辱したり、それに類する行動をとってはいけません。（講師に触れたり抱きついたりする行為は禁止です。） 
- 学院に無断で、個人的な追加授業（個人レッスン）を講師に依頼することはできません。 
- ご自身の授業を他人に譲渡することはできません。（家族間の譲渡は可能です）
- マンツーマン授業の追加を希望される場合は、マネージャーに可否をご確認のうえお申し込みいただけます。 
（ネイティブ講師：1週間追加する場合の金額は3,500ペソです。フィリピン人講師：1週間追加する場合の金額は1,750ペソです。）
4. 生活規定

	
	朝食
	昼食
	夕食

	平日
	午前7時30分～8時30分
	12時35分～1時30分
	 午後5時～6時30分

	週末
	ご飯・スープ・キムチを提供（配達アプリ利用）
	ご飯・スープ・キムチを提供（配達アプリ利用）
	



（食事は指定された時間にのみ提供されます。） 
洗濯および清掃（洗濯日：1階 月・木曜日／2階 火・金曜日／3階 水・土曜日）
清掃と洗濯は同じ日に行われます。（スケジュールはオフィス1階の掲示板に掲示されています。）
洗濯物は各部屋に備え付けのかごに入れておいてください。洗濯は週2回行います。（追加を希望される場合はかご1個につき200ペソです）
洗濯に出す前に、ポケットなどに現金や貴重品が残っていないか必ずご確認ください。 
洗濯による変色・色落ちについては補償いたしかねますので、あらかじめご了承ください。
洗濯は該当日まで承っております。当日午前9時までに、お部屋のドアの前に洗濯かごを出しておいてください。
洗濯室のエリアは、いかなる理由があっても立ち入り禁止です。 

●部屋の割り当て 
1. 学生は、事前の承諾なく割り当てられた部屋を勝手に変更することはできません。 
2. 2人部屋をご利用中に、ルームメイトが卒業した後、新しいルームメイトが2週間を超えて入室しない場合は、同条件の部屋2室を一つの2人部屋にまとめさせていただきます。 
3. 室内での規定違反や点検が必要と判断される場合、学院関係者が室内を点検することがあります。 
4. 部屋のアップグレード（2人部屋→1人部屋）をご希望の場合は、マネージャーにご相談ください。ダウングレードは認められません。 
 
部外者の立ち入り制限
学生は、院長の許可なく部外者を寮に同伴することはできません。特に、部外者の宿泊は禁止です。
退校した学生や卒業生は部外者とみなし、立ち入りを制限します。
ルームメイトとの相互尊重。
-他国・自国の学生との団体生活の中で、問題が生じることがあります。他人の考えや行動
（各国の文化を除き、配慮に欠ける行動は別です）を尊重し、思いやりを持って接してくださいますようお願いいたします。
         -やむを得ない問題が発生した場合、学院側（マネージャー）がサポートいたしますが、個人間のトラブルについて学院は責任を負いません。






警告および退校について：学院の校則違反、授業の無断欠席、トラブル、大声で騒ぐ行為、無断外泊、門限違反、態度不良などの理由により、学院側の判断で該当する学生に対し、書面による注意または警告を行うことがあり、警告の累積により、規定に基づき退校処分となる場合があります。
場合によっては、該当学生への注意・警告の内容を掲示することがあります。 
この際、学生を主導して集会を開いたり、客観的事実に基づかない学院への誹謗、学生を扇動して学院側に損害を与えた場合、学院は当該学生を警告なしに退校させることができ、いかなる返金も行われません。 
場合によっては、法的な損害賠償に関する訴訟を行うことがあります。 
これ以外のすべての事項はHANAの校則に従うものとし、あらゆる法的問題および訴訟については学院側が指定する権限を有します。退校規定に基づき処分された学生については、当校からいかなる返金措置も行われません。 
学院内の学習環境の維持と秩序維持のため、以下のとおり懲戒を行うことがあります。
警告：違反のたびに警告処分を行います 
退校：（1）学生規則における強制退校処分に該当する行為　（2）警告の合計が3回に達した場合
警告を受けた学生が48時間以内に異議を申し立てた場合、警告を出した者、当該学生、院長が共同で再検討する機会を設けます。
※強制退校となった場合、残りの研修期間に対する返金（返済）は行われません。
警告処分の対象事項－
校内の秩序を乱す者、または学院職員・学生マネージャーの正当な指示に従わない者
HANAの講師に対し、学院の授業以外に学院に無断で個別の授業を依頼した場合
危険物（ブタンガス、引火物など学院が定める物質）を持ち込み、使用した者
無断外泊者
故意に施設・備品を破損させた者、または寮の部屋を無断で改造した者
騒動行為により学習や睡眠を妨げた者（特に寮内）－申告制で運用
寮の室内でペットを飼育する者
無断で部屋を変更した者
室内で喫煙した者
門限違反者
学院内での過度な恋愛行為－申告制で運用
退校処分の対象事項－
即時退校処分となります。この場合、いかなる返金も行われません
。
学院が許可した場合を除く、寮での男女混同宿泊
学院内外での暴力行為、故意の器物破損行為
客観的事実に基づかない虚偽情報の流布、誹謗中傷および扇動行為
講師や職員に対し、侮辱的な言動や暴力的な行動をとった場合
他人の物を盗む行為
許可なく部外者を学院や寮に出入りさせたり、宿泊・食事を提供したりする行為
故意に学院に被害や損害を与えた場合
フィリピンの法律に違反し、それにより警察に拘束・拘留・収監される場合
飲酒による迷惑行為や暴力行為をした者、またはこれに積極的に加担した者
掲示された公文書の破損
鍵を無断で複製して使用または貸与した者
学院内（寮を含む）で飲酒、賭博、薬物を乱用した者
学院の許可なく異性の部屋に出入りする者

これ以外のすべての事項はHANA語学院の内部決定に従うものとし、あらゆる法的問題および訴訟については学院側が指定する権限を有します。
5. 弁償・補償、期間延長、延長滞在、紛失について
- 寮の施設や備品を破損させた者は、該当する金額を弁償しなければなりません。
- 退室日には、担当者から備品などの確認を受ける義務があります。
（マネージャーによる寮の状態確認後、保証金の返金が可能です）

- 語学研修期間の延長を希望される場合は、研修終了の最低2週間前までに学院オフィスへお申し出ください。
（2週間前であっても、学院に空きがない場合は延長申請ができません）、 
- 研修スケジュールは週単位で計算し、最終週の金曜日に授業が終了、土曜日午後1時までに退室となります、 
- 航空券の都合などやむを得ない事情により追加で寮の利用を希望される場合、マネージャーと相談のうえ、寮に空きがある場合に限り、追加料金をお支払いいただくことで延長宿泊が可能です。 
- 追加料金：一般ルーム1,200ペソ／ファミリールーム1,500ペソ（土曜日深夜12時まで）、一般ルーム1,500ペソ／ファミリールーム2,000ペソ（翌日午後1時まで・食事込みの料金）。 
- 延長滞在期間中は、お部屋が変更になる場合があります。
- 土曜日の午後は新入生の入寮が多いため、お部屋を準備するためのやむを得ない措置です。何卒ご理解のほどお願いいたします。
- 貴重品や現金は紛失しないようご自身できちんと管理してください。個人の所持品についての責任は本人にあります。また、外出や旅行の際は持ち物の管理に十分ご注意ください。 
- 特にクリスマスシーズンは、夜間のトライシクル利用は控え、タクシーをご利用いただくことをお勧めします。
- 日中の近距離移動にはトライシクルが便利ですが、長距離の移動や夜間はタクシーを利用するほうが、学生ご自身の安全のためにも安心です。
7. 返金規定
- 返金の申請には正当な理由が必要です。返金を申請される際は、返金申請書をご記入ください。 
A. 出国前 
- 研修開始日の1か月以上前（30日～）にキャンセルした場合：登録費および保証金を除き、全額返金
- 研修開始日の2週間前（14日～29日前）にキャンセルした場合：登録費および保証金を除き、1人あたり20万ウォンを差し引いたうえで返金
- 研修開始日の1週間前（7日～13日前）にキャンセルした場合：登録費および保証金を除き、2週間分の寮費を差し引いたうえで返金
- 研修開始日の直前（1日～6日前）にキャンセルした場合：登録費および保証金を除き、2週間分の研修費（学費＋寮費）を差し引いたうえで返金 
B. 出国後 
- 全期間（寮到着後）の50％以内に返金を申請した場合、残りの費用の50％が返金されます。 
- 全期間（寮到着後）の50％を過ぎた場合は、返金を受けることができません。 
- 本人の病気、または直系家族の重病・死亡などによりキャンセルがやむを得ない場合は、最初に通知した時期に関わらず、残りの授業料の50％の返金を受けることができます。（ただし、書面による事実証明書または関連書類の提出が必要です。） 
- 残りの期間の授業を他の学生に譲渡または売買することはできません。
出国の前後に関わらず、すべての返金処理は残り期間が3週間以上ある場合から可能です。
（1～2週間分に相当する授業料および寮費は返金されません）
すべての返金手続きは30日以内に処理され、手続き窓口を通じて返金されます。 

8. 注意事項、学院の責任範囲
- 天災地変、災害、紛争など不可抗力によって学生に被害が生じた場合、学院はいかなる責任も負いません。
- 学院は学生の安全のために最善を尽くし、安全に関する情報を告知する責任を負います。学院が研修生の安全のために定めた学院規定、案内、告知に従わなかった場合、または個人的な学外活動（旅行など）において発生した人的被害や損失、損害について、学院はいかなる責任も負いません。
- 為替レートの上昇、税金の引き上げ、その他政府の法令、またはHANAがコントロールできない事態が発生した場合、料金を変更する権限を有し、研修生へのより良い教育の質のために必要な場合、開講日、コースカリキュラムおよびプログラムを変更する権限を有します。
- 外出の際は、重要な物品（パスポート、多額の現金、貴金属類）を持ち歩かないようにしてください。
- ジプニーを利用する際は、周囲に座っている人に注意し、こまめに持ち物を確認してください。
- 外出の際は、学院の住所と連絡先を必ず携帯してください。
- 財布や携帯電話を手に持って歩くと、ひったくりの対象になる可能性があります。
9. 病院利用のご案内および学院の責任範囲
- 学生ご自身の健康はご自身で管理していただく必要があり、学院は学生一人ひとりの健康上のいかなる結果についても責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。
- ご家族のうち一人でも感染症（手足口病、水痘など）にかかった場合、ご家族全員が隔離の対象となります。
- 病院を利用する際の交通手段は自己負担となります。
- 旅行保険にご加入の場合は、まず病院で費用をお支払いいただいたうえで、領収書・診断書を持って帰国後に保険金を請求することができます。（保険の種類により異なる場合があります）
- 病院の受診を希望される場合は、Grabタクシーを利用すれば簡単に病院へ行くことができます。（所要時間約10分／150ペソ）。ご希望の場合は、学院のマネージャーが病院まで同行いたします。（車両は往復300ペソ）
※学院周辺の病院一覧
1. 中部病院：学院からコリアンタウンへ向かう道沿い、マクドナルドの交差点に位置。韓国人の院長が常駐しており、24時間営業。

2. ベデスダ：学院からコリアンタウンへ向かう道沿い、アヌナス橋の手前に位置。常時韓国人スタッフが常駐しており、医師との通訳を行ってくれます。

3. セント・キャサリン病院：徒歩3分の距離にある地元の病院。フィリピン人医師が対応し、24時間救急外来を運営。

10. ジュニア規定
1. すべてのジュニア生は、常に講師に対する礼儀を守らなければなりません。また、他のオフィススタッフや友人に対してため口や暴言、暴力的な行動および非礼な行動が発覚した場合、保護者と院長との面談の後、当該学生は反省文の提出とともに、1週間そのグループ授業への参加ができなくなります。
（マンツーマン個人授業にも同じ規定が適用されます。）
※以下のような行動をマンツーマン授業やグループ授業中に行った場合、上記のペナルティが科されます。
- 授業中に他の学生の勉強の邪魔をして歩き回る学生
- 授業中に口論をする学生、講師の正当な指示に従わない学生
- 暴言を吐く学生、けんかをする学生
- 授業中に不必要に大声を出す学生、授業中に英語以外の言語を使い続けて授業を妨げる学生
1. 学院職員または保護者の同伴なしに建物の外へ外出することは固く禁止します。（退校事由）
2. 寮から保護者の同伴や許可なく外出する行為は厳しく規制します。（警告事由）
3. ジュニア生が保護者の同伴なしにジプニー、タクシー、トライシクルに乗車することは厳しく規制します。（退校事由）
4. 寮内での騒動行為により、他の部屋の学生や近隣住民から通報があった場合は警告処分とします。
5. 寮内での飲酒、喫煙、賭博、幻覚剤および麻薬の使用が確認された場合、直ちに退校処分とします。
6. ジュニア生同士のけんか、またはけんかをあおる行為が発覚した場合は退校処分とします。
7. ジュニア生同士での金銭のやり取りは固く禁止します。
8. 講師とジュニア生の間で金銭のやり取りがあった場合、講師は即刻解雇、学生も即刻退校処分とします。

※追加のお知らせ
※受講レビューをご記入いただいた方には、空港までのタクシー代を補助する特典がございます。ご興味のある方は、卒業1週間前までに受講レビューをご提出ください。（A4用紙1枚半程度）ご記入後、写真5枚とともにマネージャーへご提出いただければ幸いです。延長される方は、レビューの提出を必須とさせていただきます。 
※卒業式は毎週木曜日12時30分に行われます。
※卒業後のチェックアウトは正午12時までです。寮をさらにご利用になる方は
（マネージャーと相談のうえ、部屋に空きがある場合に限り）追加費用をお支払いいただく必要があります。 
※Facebook－「HANA ACADEMY」で検索して「いいね」をお願いします～～～

HANAは、記載された事項に違反したことにより発生するいかなる状況または事故についても責任を負いません。
HANAはすべての語学研修生の講師変更に関する権限を有しており、研修生はこれに従っていただく必要があります。

これ以外のすべての事項は学院の校則に従うものとし、あらゆる法的問題および訴訟については学院側が指定する権限を有します。 

すべての学生は、コース開始前にHANAの規定書に必ず署名しなければなりません。

本人　　　　　　　　は、上記規定に合意し、署名することに同意します。


日　付：　
作成者：　　　　　　　　　　　（印）
